
大
正
十
三
年
十
一
月
二
十
九
。
三
十
日

於

東

京

本

郷

東

洋

文

庫

甲



.
9
 .” 

ヽ



る
の
み
。

方
而
に

ft
し
て
研
究
の
歩
を
進
め
つ
＼
あ
る
屯
穴
を
談
坂
す
べ
し
。

陳
列
岡
貨
は
大
凡
之
を
四
部
に
分
つ
。
第
一
部
に
は
マ
ル
n
•

ポ
ー
ロ
東
j
j紀
行
公
詔
版
本
を
牧
む
。
ポ
ー
ロ
の

紀
行
は

H・
谷
を
始
め
て
泰
西
に
紹
介
せ
る
も
の
と
し
て
、
又
支
那
に
閥
す
る
梢
詳
密
な
る
知
見
を
11

取
初
に
西
方
に

噴
楽
な
ろ
も
の
を
選
び
之
を
示
す
。
冷
五
郊
屯
益
那
に
晶
す
る
炊
人
翌
ぐ
述
に
し
て
閲
木
油
初
に
於
け
る
耶
掻
加

立
秋
師
の
総
紐
を
主
と
し
、
十
八
世
紀
友
に
於
け
ろ
来
代
セ
那
格
の
分
課
た`
＇
え
年
者
の
品
栄
数
種
を
交
ふ
。
第
二

祁
の
も
の
と
相
猜
ち
一
代
西
に
於
け
る
＂
＊
限
、
ヤ
ょ
那
限
の
源
曲
を
呼
見
す
る
一
安
た
ら
ん
欺
、
第
四
部
は
泄
細

亜
に
幽
す
る
西
惰

D
I
、
近
代
の
述
作
に
係
る
大
芳
を
追
び
て
謀
猥
に
供
す
、
そ
の
間
自
ら
西
人
が

mi
網
亜
の
各

井
名
は
恨
に
邦
翌
し
て
之
を
採
出
し
、
原
題
を
並
記
す
。
俯
速
は
必
要
と
品
め
た
る
も
ク
に
康
リ
之
を
略
記
し
、

刊
年
は
第
：
叙
叩
わ
一
二
部
に
限
リ
そ
れ
ぞ
れ
支
那

u本
の
年
税
を
併
せ
掲
げ
た
lJ°

執
れ
も
多
少
の
便
宜
を
顧
応
せ

を
陳
列
す
。
第
二
部
に
は
西
人
の

H
本
に
爛
す
る
濱
村
の
巾
祉
侮
牙
人
9
渡
末
以
水
楳
末
に
至
る
間
に
川
で
た
る

博
へ
↓
＾
、
る
も
の
と
し
て
、
束
洋
浪
上
重
娑
れ
る
資
料
な
リ
。

本
年
そ
）
歿
後
しハ
百
年
に
賞
る
に
因
み
て
こ
ヽ
に
之



- 束

.,J 

が

4

→" ril) 

印
す
る
所
、
参
考
と
し
て
示
せ
る

N
I
ビ
1dovil-o

そ
の
t
5
入
あ
り
、
彼
が
チ
バ
ン
ゲ
ー
に
至
ら
ん
と
す
る
念
の
幾
分
は
、
こ
の
版
不
よ
リ
之
を
得
た
り
と
も
云
ふ
べ
き
敷
。

木
池
い
ま
た
所
"UlJ

イ
ン
キ
ュ
ナ

東
方
紀
行
拉
丁
課
の
初
版
な
リ
。

コ
ロ
ン
プ
ス
の
手
澤
本
に
し
て
欄
外
に

v
e
n
ec
ijs
 d
e
 

洋
文
庫
展
観
書
目

g
s
u
e
日
d
i
n
i
b
u
s
et 
codicionibu<, 

．
 

v
e
r1
 a
m
e
n.
 

oriental iii 

I
n
c
i
p
i
t
 
p
l
o
g
u
s
 I
 

lib
r
o
 

こ
れ
と
同
本
一
部
今
西
班
牙
セ
ヴ
ィ
ラ
の
コ
ロ
ン
プ
ス
同
書
館
に
存
す
。

プ
ラ
の
一
襟
本
と
し
て
活
{
-
阪
褒
明
後
幾
程
も
な
き
時
代
に
於
す
る
印
魯
の
骰
裁
を
窺
ふ
ー
脊
料
た
る
べ
し
。
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の

G
e
,・a
r
d
L
e
e
n
 

盃
會
聞
見
録
」
（
同

A
M年
刊
）
と
同
じ
活
字
を
以
て
印
行
せ
る
も
の
な
リ
。
臨
々
頭
字
に
赤

き
色
を
施
せ
る
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

r
ン
の
箪
純
化
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
べ
し
。
（
コ
ル
デ
ィ
エ

1
、[
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
内
史

H
O
)。

マ
ル
っ
•
ポ
ー
ロ
は
伊
太
利
の
人
、
一
二
五
四
年
・
ヴ
ェ
ニ
ス
に
生
る
。

に
於
＞
て
マ
ル
コ
は
捕
は
れ
て
ジ
ェ
ノ
ア
の
欧
に
下
さ
る
。

ー
ニ
七
一
年
父
―
ー
コ
ロ
‘
伯
父
マ
フ
ニ
オ
と
共
に
蒙
古
に
向
ひ
、
一

1

一
七
五
年

菩
月
2
交
元
の
大
都
（
北
京
）
に
忽
必
烈
汗
に
附
し
、
マ
ル
コ
は
そ
の
定
を
得
て
官
吏
に
登
廂
せ
ら
れ
各
地
に
派
遺
せ
ら
る
。
後
二

1

九
二
年
そ
の
公
ヽ
t

が
波
斯
の
汗
に
尚
せ
ら
る
＼
に
際
し
之
を
送
リ
て
終
に
故
國
に
鼓
れ
lJ
（
ー
ニ
九
五
）
。
三
年
の
後
ヴ
ェ

＝
ス
と
ジ
ェ
ノ
ア
と
の
間
に
隙
あ
リ
、
一
海
限

こ
の
時
同
房
の
虎
囚
に
東
國
に
あ
り
て
開
見
す
る
所
を
語
リ
之
を
維
記
せ
し
む
，
郎
ち

r
e
g
i
o
nii 

1
~々
の
敷
行
を
以
て
始
ま
リ
、

椋
題
を
鋏
く
。
刊
本

I
n
 n
o
m
iu
e
 <liii 

東
方
紀
行 第

• n1.l
 ih
u
 x
p
i
 

マ
ル
コ
•
ポ
ー
ロ
述

•一·

部

filij ー
四
八
五
年

マ

JV
コ
・
ポ
9
口
東
方
紀
行
諸
版
本

甲
dei • VlUl 
et 

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
刊

dii.i 

．
 

m
a
r
c
1
 
g1.uli d
e
 



（

一

）

ヨi 四

同

ヽ

〇釘面amiu oculis ems. 

マ
JV

コ
、
ポ
ー
ロ
述
「
東
方
紀
行
」

ア
ン
ト
ワ
ー

。フ
列

一
六
頁

L
a
 description
唸
o
g
r
a
p
h
i
q
v
e
d
e
s
 
Pl.'ovince 3 
&
 villes 
p
l
u
s
 
f
a
m
e
u
s
e
s
 

上

一
五
五
六
年

巴

里

刊

コ
ル
デ
ィ

c
o
s
t
u
m
e
 di 
uarij 
p
a
e
翌
dello
stranio 
uiuere 
di 
quelli; 

l¥Iar
c
o
 

~Iarco 

P
o
l
o
 V
e
n
i
t
i
a
n
o.
 I

n
 c::>i 
si 

同

上

rnera
u
egliose 
co
se del 

伊
太
利
認

の
初
版
と
す
。
｀
‘
、
ラ
ン
の
人
N
Ca
n
n
c
.Baptista.
d
a
 Sessa ~
印
行
す
る
所
、
ま
た
イ
ンキ
ュ
ナ
プ
ラ
の

一
な
リ
。

(
n

ル
デ
ィ

一
五

0
八
年

一
五
五
五
年
？

エ
ー
、
一
八
。
伊
太
利
繹
本
の
一
な
リ
。

ー
五
五
五
年
の
刊
記
あ
る
も
の
と
紙
数
を
同
じ
う
し
、
印
行
者
亦
之
と
同
一
な
れ
ど
媒
本
な
り
。

一
四
八
五
年

コ
ル
デ
ィ
エ
ー
、

一
六
。
伊
太
利
繹
本
の
一
な
リ
。

1
Iar
c
o
 
P
o
lo 
d
a
 

同

上
r
o
l
o
 d
a
 V
 enie3ia 
d
e
 le 

一．

↑

ー-
i
 

r'‘` 

上

一
四
九
六
年

-
以

水
、
版

小
の
数
烹
た
八
十
種
以
上
を
銘
す
。

こ
の
「
東
方
紀
行
」
こ
れ
な
リ
。

i
t
J
 

／・々

部

tratta 
le 
m
e
r
a
v
i
g
l
i
o
s
e
 
c
o
s
e
 
del 

ヴ
ェ

ヴ
ェ

ヴ
ェ

―
ー
ス
刊

V
e
n
i
e
s
i
a
 d
e
 le 
m
a
r
a":.1t3gliose 
c
o
s
e
 d
e
l
 
M
o
n
d
o.
 

ニ
ス
刊

一ス
刊

J¥Iondo
.
 V
 en
etia 

忽
ち
世
に
欧
他
せ
ら
れ
蒻
々
紗
窃
弘
く
各
國
に
行
は
る
。

1
5
0
8
.
 

m
ou
d
o
 

d
e
 l'Inde 

…

•
V
e
n
e
t
i

"ピ

?
1
5
5
5

.

Y
e
n
e
t
i
a
 ]

4
!J
6
.
 

Orjentale,
 

苫
r

一
四
七
七
年
そ

c
獨
澤

ニ
ュ

lui 

m
e
u
g
 

u
e
d
u
t
e,
 d

e
l
 

ル
ン
ベ

ル
グ
に
上
梓
せ
ら
れ

エ
ー
、
一
四
）
、
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n
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九

第

内
P
a
u
t
b
i
e
r

部

p
o
l
o
 

u
a
a
u
k
o
n.d
G
l
ijk 
Y
o
e
l
 

併
せ
見
る
べ
し
。

1
6
6
4
.
 

本
な
り
。
つ
コ
ル
デ
ィ

ざ
auli
V
e
n
o
t
i
,
 Historicifidelissimi,iuxta,
 

の
校
刊
に
係
り
、
ア
ル
メ
＝
ア
王

H
a
L
h
o
n

V
e
u
e
t
i
a
n
o
 

D
e
1
0
 

繹
注
佛
諄
本
（
巴
里
、

き
lft9n.

の
東
方
史
等
と
＾
＂
綴
す
。
（
コ
ル
デ
ィ

ト
リ
エ
ル
（
ト
レ
ー
サ

X
四

lui 

上
記
第
三
以
下
の
伊
太
利
繹
本
と
共
に
一
四
九
六
年
刊
本
の
軍
版
な
リ
。
ヘ
コ
ル
デ
イ
エ
ー
、

五

n
氏
近
く
又
補
注
の
檜
修
史
に
一
服
を
上
梓
せ
リ
、

「
元
史
]
空
栂
羅
に
盆

―――-）。

vedute

.••·····•T1·evifQi 

1
6
3
2
.
 

以
上
の
外
十
八
冊
紀
以
降
塾
近
に
至
る
迄
の
各
國
麿
悶
行
刊
本
一二十
餘
釉
を
書
お
と
し
て
絃
に
之
を
陳
列
す
。
今
一
々
之
を
詳
記
せ
ず
と
雖
も
そ
の

一
八
六
五
年
刊
●
及
び

Y
ule
澤
注
英
繹
本
（
初
阪
介
敦

i

．
入
七
一
年
、
野
版
同
地
一
八
七
五
年
、

一
九

0
-―応
'
)
1
1

以
も
限
者
の
諏
ず
る
所
な
り
。
前
者
は
標
紙
に

砿

必

烈

梢

密
副
使
碑
羅
本
屯
5

」
と
姐
し
、
ボ
ー
ロ
を
以
て

て
し
よ
IJ
之
を
信
ず
ろ
も
の
多
か
リ
し
が
そ
の
妄
な
る
こ
し
＿
故
法
學
博
士
田
中
卒
一
郎
氏
が
「
史
尿
雑
誌
」
第
二
十
六
編
に
朔
ぜ
る
が
如
し
。
後
者
、

特
に
そ
の
三
版
は
コ
ル
デ
イ
エ
ー
氏
の
補
注
あ
リ
、
揉
準
本
と
し
て
賞
今
の
痕
者
皆
之
に
腺
る
。

}
J
 
a,r~o 

D
e
:
l
e
 
l¥Ierauiglie 

同

d
e
l
 ツ
I
O
と
す

F
e
r
 

面
符
四
地

―-0.)。

上

一
六
七
二
年

Andreis Mullet 

ヽ

エー‘

I
l
I
 .... C
o
J
o
n
i
a
e
 B
r
a
n
d
e
n
L
u
r
g
i
c
a
e
 1
,、7
1

M
a
r
c
i
 

a
c
 pnts;,t笠
1tiss
i
mi
d
e
 R
紺
i
o
ni
b
u
s
orieutalibuc; liLri 

同

上

]
六
七
一
年

コ
＂
―
-
ア
、
グ
ラ
ン
デ
ン
プ
ル
ギ
カ
刊

唯

の
和
閤
芯

ヽ

ェー

六
八
）
。

……

•-Amstordam 

t
n
.
n
d
e
n
 e
u
 S

t
e
d
e
n,
 di

0
 
b
y
 

m
e
e
s
t
3
n
 d
e
3
l
 
Lereist 
e
n
 bozichtigt 

heeft, 

J¥Inrkns 
P
a
u
l
n:;
 "；’ <
s
1
e
t
u
,
 R

e
i
s
e
n,
 E

n
 B
e
1
c
h
r,.J 
-viu ~
 

同

上

コ
ル
デ
ィ
エ
ー
、
二
五
。
伊
太
利
謀
本
。

M
a
r
c
o
 P
o10
 Y
e
u
e
t
i
f
m
o,
 

同
第

上
部

一
六
六
四
年

M
c
r
a
n
i
{Jlie 

一
六
二
六
年

D
oroosteZ.sJi-J 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
刊

d
e
l
 

l
¥
l
o
n
d
o
 
p
e
r
 

カ‘
・て

一
ス
刊

lui 

L
a
n
t
s
c
l
m
p
唸
u

v
e
d
u
t
e.
 

四

、．．

<
g三
tfo
l
o
2
6,
 l

)
a
a
[
 

．
 

l
D
 

与



—>翌-------砂 DE FERNAM.MENDEZ・. 
Pl NT  0. 

叫 E MQVE DACONTA DE MVYTAS E M V  

to efira'iihas couias que vi? & ou11io n_o r~) eyno da China,no d.i Tar-

斜cana,nodoSornall,quevulgarrenrefcchamaSiio,nodoCalami・ 
nhan,n.）de Pegu,nodcMarcauao,&cm outrosmuycosrcynos ＼疇褻

崎
& i.enhoriosdas partesOricncais,de quc ne釦sno血 冷灼

ジぐ do Occidentc ha muyto pouca OU I令“t
'..1:~ I nenhiia noticia. 

IETAMBEMD.A CONT A DE v1げ TTOSCASos. PART.I-

叫 rciq'““‘”““”()
．“加ヽ clleC()”‘“(J“”“”'IJ叫伶45.Er、(Jf4心 trヽtdrc-

叩 9enic釦 {'l,iidSC(JI,fas,＇ウムmorヽed少 toPヽdIC,？/eJIreFr叩 ,ftox‘““'
叩 c‘“凡dr炉祉ord叩 c伽 f‘”rsdoori”‘¢,C町t99 . 

”c伽 ””‘.“”faLムCom？叫丑I(fa,.

fmo Fer~ E(crica pc!o mefmo Fernao M::ndez Pineo. 
砂呼ic“ho如 Rcal改炉edei町 domF呻 0III. • I¢‘. :i. 

峠eno加 9ioJfa叩 hor.

- - h-¥ 

ふ

蓑 ／j)^／~''2，な 固 IZご し 〗

ニニ[

(
1
1
1
1
)
 

ピ
ン
ト
ー
述
「
極
東
溝
氾
」

J ・
ノ‘

ー
・
・

q

n“,lJ ス
ポ・

ソ

刊

椋

紙

L
i
n
s
c
h
o
t
e
n,
 Ja.n 

H
u
y
g
e
n
 
vn.n-
Itinerario,
 Y

o
y
a
g
e
 ofte
 S
c
h
i
p
v
a
e
r
s,
 ・v
a
n
 J
a
n
 H
u
y
g
 ・en 
v
a
u
L
i
n
s
l
 

一
四
リ
ン
ス
コ

J

ー
プ
ン

航
淘
記
リ
ン
ス

n
ー
テ
ン
撰

変
長
元
年

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
刊

盆
四
詞
一
六
四
五
年
・
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ア
刊
本
公
も
一
六
―
-
＿
五
年
倫
敦
刊
本
（
英
文
初
版
）
（
六
）
一
六
二
八
年
巴
里
刊
本
（
佛
文
初
版
）

等
を
示
す
。

な
ほ
参
考
と
し
て
（
一
泌
斐
一
六
七
八
年
リ
ス
ボ
ン
刊
本
ハ
ニ
）
同
一
七
六
二
年
同
地
刊
本
合
一
）
一
六
二

0
年
マ
ド
リ
ッ
ド
刊
本

二
西
班
牙
文
初
阪
）

数
徒

A
n
j
i
r
0
な
り
き
。

こ
の
版
本
は
す
べ
て
の
ピ
ン
ト

1
紀
行
の
原
刊
本
と
す
。
0

っ
ル
デ
ィ
エ
ー
、
[
"
本
書
史
亘
四
四
已
-
0
 

此
地
を
褻
す
る
に
臨
み
邦
人
二
人
便
乗
を
求
む
。
そ
の

一
人
は
後
年
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
0

シ
ャ
ヴ
ェ
リ
ョ
に
従
っ
て
本
邦
に
渡
末
せ
る
＂
本

11

収
初
の
耶
蘇

A
l
p
"
 on
s
u
s
 cl-i 
N
o
r
c
g
n
a
の
使
と
し
て
大
友
宗
麟
に
謁
せ
ん
と
し
て
翌
後
府
内
に
至
る
。

偶
と
大
友
家
に
紛
擾
あ
リ
。

去
つ
ナ
・
ぷ
底
兒
島
に
赴
く
。

島
時
発
、

大
友
義
鉛
そ
の
徒
を
仕
し
て
下
臣
に
品
銃
•
火
葵
並
に
そ
の
製
造
、
使
用
の
法
を
受
，
し
む
。

天
文
十
六
勺
（
一

下
四
七
）
印
度
純
抒

D
o
n

ピ
ン
ト
ー
は
術
萄
牙
の
人
、
町
輩
雨
名
と
共
に
天
文
十
l

年

2
五
四
二
）
穂
子
島
に
涼
苺
し
、
自
ら
揺
し
て
最
初
の
日
本
浚
見
者
な
り
と
云
ふ
。
種
チ

―――-
P
i
n
t
o
.
 Fe

n
m
o
 

極
東
滸
記

第

第

l¥I 
n
d
e
zー

P
e
r
e
g
r
i
n
a
9
a
m
d
e
 J
?
e
r
n
a
m
 i
H
e
n
d
e
z
 Pint') 

•• 

,
 

•• 

Lisbon. 

メ
ン
デ
ス
•
ビ
ン
ト
ー
述

炭
長
十
九
年

A

日
本
志
及
び
日
本
紀
行
類

都

二

部

日
本
に
闘
す
る
古
苦

リ
ス
ポ
ン
刊

1
6
1
4
.
 

六



一
六 ーエ

熔

部

翌
t
o
w,
S
i
r
 
E
 l¥I.,e
d.,|
T
h
e
 V
o
y
a
g
o
 

日
本
奉
使
記

セ
ー
リ
ス
撰
、

ア
ダ
ム

ス
の
我
國
に
在
る
を
知
IJ
英
人
亦

H
本
と
交
易
を
開
か
ん
と
て
セ

ー
リ
ス
を
送
る
。

年i. 

サ
ト
ウ

0
[
 

暴
風
に
遣
遇
し
五
艘
の
巾

L
i
e
f
d
e
~
Q
み
一
六
0
0
年
・

cさ
itniu
J
o
l
m
 
s↑
1ris 
t
o
 
J
n
p
n
n
,
 

明
治
三
十
三
年

（
慶
長
五
年
〗
）翌後
に
消
せ
リ
。

七

一
六
一
三
年
盆
況
長
一
八
年
J

平
戸
に
府
し
、

倫
牧
刊

1
6
1
:
t
 
L
m
w
0
n
 

ア
ダ
ム
ス

l
9
(
M
O
 

す
。
原
本
今
大
革
念
図
佃
物
館
に
あ
り
。

し
t
°

稔
川
家
犀
之
を
堺
に
組
航
せ
し
め
火
い
で
江
戸
に
至
ら

を
し
て
偲
隊
を
率
ゐ
て
東
洋
に
向
は
し
む
。
沿
上

ls
"
L
o
n
c
l
o
u
 

英
人
ア
ダ
ム
ス
、
邦
名
を
三
涌
安
針
と
い
ふ
。
閑
人
極
東
に
意
を
勁
か
す
ゃ

J
a
c
q
u
e
 M
a
h
u
.
 

ア
ダ
ム
ス
は
牧
に
そ
の
船
中
に
在
リ
し
水
先
案
内
な
り
。
彼
の
航
海
記
、
旅
行
記
は
各
種
あ
リ
、
箪
行
又
は
二
[

f

の
紀
行
叢
●
立
に
牧
め
ら
る
。

弦
に
出
せ
る
は
々
の
一
例
に
止
る
。
な
ほ
琴
名
と
し
て
一
九
一
六
年
（
大
正
五
年
）
「
倫
牧

H
本
協
含
雑
品
」
に
載
せ
ら
れ
た
る
一
航
梅

H
記
一
を
示

l
 
7•t5

, 
I
)
5
2
5ー

5
3
1
.
)

P
r
o
m
o
t
i
o
n
 th,・re.
 "¥Vritteu 
b
y
 h
i
m
s
e
l
f
.
 

こ

A
s
t
l
e
y_.
N
e
w
 G
e
n
e
r
al
 Collection 
o
f
 
V
o
y
a
6
e
s
 a
n
d
 T
r
a
,
e`
 

A
d
am
s,
,
V
i
l
l
i
a
m
|
T
h
e
 

ウ
イ
リ
ア
ム
0

ア
ダ
ム
ス
捩
、
ア
ス
ト
レ
ー
斡

V
o
y
a
g
e
 of 
v
V
 illiam 
A
d
a
,
m
s
 Pilot,
 

h
i
s
 A
d
,・ontures 
a
n
d
 

日
本
紀
行

倫
敦
刊

事
猜
を
他
へ
て
よ
り
大
い
に
面
人
を
刺
戟
し
て
彼
等
の
極
東
に
活
躍
す
る
索
因
を
作
れ
リ
。

英
等
の

呼
び
本
あ
り
。
（
コ
ル

デ
イ
エ

ー、

二

1-
0ー
ニ
ニ
そ
バ
ジ
ェ
ス

[
H本
逍
史
同
一
乙
）
。

こ
4

に
示
せ
る
は
閑
文
初
版
に
し
て
別
に
拉
、

佛
、
伊

著
者
は
和
附
の
人
、
前
萄
牙
の
船
に
乗
り
て
東
方
に
航
し
、

c
h
o
t
 ・n 
n
aer
 O
o
s
t
 

延
竺
箪

ofte 
P
o
r
t
u
g
a
e
l
s
 I
n
d
i
e
u
、•
·
·
•
A
m
1
t
e
r
d
a
m

1
5
9
6.
 

一
五
八
四
拿
令
止
十
二
年
）
日
本
近
海
を
探
桧
す
。
婦
國
の
後
こ
の
邁
を
著
は
し
本
邦
の

ざ

J
^
t
p
a
E
)
w
i
th

＼
 



．
 
↑
 

10 

第

部

n
本
図
説

テ
A

ツ
ィ
ン
グ
撰

文
政
五
年

倫

敦

刊

ラ
ン
ゲ
レ
ー
の
需
註
す
る
所
：
、
し
て
動
植
物
笠
に
脳
し
て
は
布
名
な
る
ラ
マ
ル
ク
＂
註
記
を
布
す
。

別
に
二
怨
本
あ
り
。

れ

i
l
o
1
d
o
 
a
 S
o
n
d
c,
 た？・・・
l
)aris
1
7
B
G
 
4
w
l
s
.
 

T
h
u
u
l;o
r
g
`
o
.
p
.
 v
o
y
品
e
s
d
e
 C
.
 P
.
 Th

n
n
b
m
・
g
,
 a
n
 J
a
.
p
o
n,
 P

n
r
 lo 
C
a
p
 

n本
紀

行

ト

ウ

ン

ベ

ル

ゲ

撰

d
e
 B

o
n
n
e
1
E
も
6ra1103
二
e
s

宜
改
八
年

巴

里

刊

期
係
祁

"1X
S
I
,
 a.
に
詳
か
な
1
1
0

こ
ヽ
に

111
せ
る
は
本
屯
ぢ
第
一
1

、

年
）

我
図
に
来
る
。

本
邦
の
事
物
を
観
察
し
．

殊
に
梢
物
を
採
狛
記
述
す
＂

四
雨
巻
に
し
て
日
本
の
氾
事
あ
る
部
分
と
す
。

ト
ウ
ン
ベ
ル
グ
（
一
七
国
一
―
―
ー
一
八
二
八
J

は
瑞
典
の
植
盟
奢
に
し
て
リ
ン
ネ
の
謀
弟
な

こ
の
方
而
の
咲
共
だ
多
く
‘

絨
享
ハ
ル
ム
ゲ
＞
ソ
氏
「
梨
典
文
＂
本

U
p
s
a
h
 

゜

1
7
9
1
 

F
j
e
r
d
o
 D
o'e
n,
 Ib

i
d
 

品
約
出
且
閲
館
の
恐

U
と
し
て

一
七
七
五
（
安
永
四

1
7
9
3
 

'fl
n
m
bg
g,
 C

.
 P
.-R
e
沼

↑. 

11t1 
1↓

]11ro])-l 

Afric:ii
,
 Asi.n.,
 forrn.tta.cl 

一
九

欧
洲
阿
弗
利
加
並
細
亜
歴
遊
紀
程

A
r
o
n
 
1
7
7
0-
1
7
7
9.
 T

r
o、1̀
io

ト
ウ
ン
ベ
ル
グ
猥

ウ
プ
サ
ラ
刊

川
陳
す
。

（
一
●
二
九
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
刊
）
等
み
な
英
繹
の
重
謁
に
し
て
デ
ュ

こ
れ
ら
の
祁
木
参
名
と
し
て
故
に

ヽ
レ
ド

ノ

）

「
支
那
帝
國
志
」

翌
誘
附
録
に
牧
む
る
も
の
は
心
翌
ょ
リ
夏
に
獨
ぷ

ケ
ン
プ
エ
ル
ご

六

五

マ
ー

i

七
i

ハ
五
）は
獨
逸
の
図
師
に
し
て
和
附
束
印
度
合
計
に
臓
を
奉
ず
。

一
六
九

0
年
Q

元
迎
―
一
年
半
本
邦
に
渡
末
し
一
一
年
餘

d
e
s
 
V
 
erfassl r

こ
l
C
?
g
g
e
g
e
b
e
l
l
ノ

01」

Chri::,tiau 
"¥V i
l
h
c
l
m
 
D
o
h
m
.
 L
e
m
g
o
 1
7
7
7
1
1
7
,
0
.
 2
 
V
o
l
s.
 

K
a
o
r
n
p
f
o
l
',
 En

g
e
l
b
e
r
t
-
G
e
s
c
h
i
c
h
t
o
 
l
m
d
 

ヽ

B
e
s
t
:
h
r
e
i
b
n
n
g
 
ノ
．

o
n
J
巳
J
a
n

O
r
i
g
i
i
w
J
h
a
n
d
s
c
h
r
i
f
t
e
u
 

日

本

志

ケ
ン
．
フ
ェ
ル
猥

安
永
六
ー
八
年

レ
ム
ゴ
刊

始
に
盆
力
せ
ん
こ
と
を
命
ぜ
ら
る
。

一
六
六
五
年
果
さ
ず
し
て
リ
ス
ボ
ン
に
容
死
す
。

y
窃
の
秤
放
を
乞
ひ

11的
を
逹
せ
リ
0

．
一
六
四

0
年
茄
命
に
依
l
J
↑

r
に
新
戊
せ
る
瀾
人
の
介
州
を
設
つ
。
翌
年
I

、C
I
m
a
i
r
e
代
り
て
附
館
の
投
と
な

F
r,m
q
o
i
s
1
B
e
s
c
h
r
i
j
v
i
u
g
h
e
 
V
a
n
 

-̂ 
＿
七

日
本
大
帝
國
志

カ
ロ
ン
撰

よ
l
J
答
・
池
い
と
貿
劫
）
特
許
朕
と
を
得
て
玲
る
。
古
く
よ
り
こ
の
奉
使
心
の
嬰
を
刊
・

t

ウ
氏
之
を
鈴
出
せ
し
め
注
を
附
し
て
出
版
せ
る
も
の
な
リ
。
（
ハ
ク
ル
ー
ト
協
合
叢
甚
第
二
輯
第
五
巻
）。

C
a
r
o
n,
 

こ
の
芯
は
本
邦
の
半
の
外
シ
ャ
ム
に
脳
す
る
事
を
も
氾
し
、

11
否
b
c
1
1
c
h
z
e
r

と
共
に
東
上
駿
府
に
家
康
に
見
え
、

第

部

ゼ
ー
ム
ス

疫
安
元
年

一
世
の
訊
占
を
基
す
。

る
も
の
あ
り
し
が
、
本
●
い
は
セ
ー
リ
ス

n箪
の
瓶
本
よ
リ
サ
ト

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
刊

b
e
t
 ]¥1achtigh 
C
o
n
i
u
c
k
r
i
j
c
l
w
 

羹
澤
本
（
一
七
二
七
、
八
年
の
雨
種
倫
靡
刊
）
節
略
多
く
、

Jざ
J
au》

.

.

.

.

 

A
_
m
s
t
e
r
c
l
a
m
 

原
文
の
初
版
な
リ
。
閃
、
英
の
際
本
あ
り
。A

u
s
 d
e
n
 

ゴ
ウ
に
て
英
探
を
再
び
上
梓
せ
り
（
一
九

0
六
年
）
。

せ
る
も
）
に
て
原
密
の
面

nを
憐
へ
ず
。
近
年
ま
た
グ
ラ
ス

究
政
三
年
—
五
年

八

1
6
4
9
.
 

著
者
は
和
閑
に
生
れ
た
る
も
雨
親
は
佛
人
な
リ
．、
少
年
に
し
て

H
本
に
至
り
抜
群
の
オ
熊
を
認
め
ら
れ
長
貼
出
島
閑
館
の
長
と
な
る
。
（
一
六
二
九
年

ー
一
六
四
一
年
、
抑
ち
立
永
六
年
ー
十
八
芭
。
一
六
―
―
―
六
年
雅
軍
家
光
に
謁
し
、
禎
田
禰
兵
磁
一
件
に
脳
し
幽
閉
せ
ら
れ
た
る
和
ぬ
の
双
潤
知
耶
笞

る
カ
ロ
ン
は
榮
斡
を
豫
期
せ
し
も
そ
の
事
な
く
、
佛
國
に
去
IJ
て
宰
相
コ
ル
ベ
ー
ル
の
柑
胞
に
よ
リ
同
閾
の
東
印
度
合
祉
に
入
り
、

H
本
沢
易
の
開

滞
在
せ
り
。
木
＇
生
宜
は
そ
の
際
筑
狛
せ
る
衣
料
を
甚
礎
と
し
て
作
れ
ろ
も
の
、
署
古
の
歿
後
そ
の
原
稿
本
を
共
儘
出
版
せ
し
も
の
に
係
る
。
究
者
在
批

佛

謀

本

（

一

七

二

九

想

竺

七

三

二

悶

醤

巴

屯

刊

)
‘
閾
澤
本

D
e
l
e
n,
 

次
い
．
て
江
戸
に
至
リ
狩
軍
秀
巾
心
に
函
し
、
浦
賀
よ
リ
湿
路
駿
府
に
至
リ
宋
康
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第

――
 

部

日
本
植
物
志

ツ
ー
ボ
ル
ト
撰

(

n

ル
デ
イ
エ
ー
、
四
七
七
ー
、
）

本
内
に
一
八
九
七
年
刊
の
再
版
本
と

天
保
六
年
ー
弘
化
元
年

一
八
弓
一
年
刊
腐
屯
菜
と
あ
リ
。

＞
イ
デ
ン
刊

―― 

本
志
は
類
な
か
る
べ
し
。

そ
の
在
料
は
彼
が

n本
芯
在
lll

彦
れ
も
原
刊
本
の
如
き
閃
版
を
誓
、
本
文
喜
翌
一

南
千
島
。
柑
太
。
朝
酔
琉
珠
に
就
い
て
あ
ら
ゆ
る
托
喜
皿

る
所
の
多
誓
囮
版
ょ
＜
腐
の
努
を
話
れ
l
J
o

苦
企
岱
せ
し
所
に
係
る
。
添
ふ

部
に
止
る
。

日
本
に
於
け
る
ご
、
の
行

11ば
人
〇
よ
く
知
る
所
、

述
を
試
が
た
る
も
の
、

今
妓
に
投
せ
ず
。

今

H
と
趾
も
一
低
い
に
し
て
斯
く
包
括
的

こ
の

し
て
几
斯
く
大
な
る

11

ジ
ー
ボ
ル
ト

2
七
屯
ハ
ー
了
八
六
ど
は
獨
逸
パ
イ
エ
ル
ン
の
人
、

八
二
[
-
箪

し
て

ll本
々
土
及
び
娯
夷

滸

は

彼

の

惹
".111
誓

心

血

を

注

げ
る
大
著
に

7
 
r
a
rt :.
 

し
て
始
め
て
仕
灼
に
来
る
。

文
屹
ハ
年
和
淵
商
館
附
の
緊
只
と

詈
已
ic:;
・he
n
 un<l 

e
u
r
0
p
a
i火

c
ho
n

ズ

chri£ten
n
n
d
 

．
 

(
l
3
o
a
e
n
 

3
 

sd111tzlander11 

J
e
z
o
 
m
it 
d
e
n
 S
u
d
l
i
c
1
e
n
 K
u
r
i
l
o
n
 

s.obol{1" 

J
{
.
 
·,f~o

, 

r
l
l
 
F
r.
 v

o
nー

N
i
p
p
o
n.
A
r
 chi Y
 

K
'"'Or
 1.i
 u
n
d
 d
o
n
 
L
i
u
k
i
u
1I
nち
h

zu
r
 

H
本
令
志

B
e1c:h
reil
,u
 1g 
v
o
n
 
J
 11p1..u 

1lach 

シ
ー
ボ

ル
ト
憫

n
u
d
 

天
保
三
年

J-

レ
イ
デ
ン
千

1
83
3
.
 

F
issch
e
r
,
 

t0t 
d') 
JC
e
n
n
i
s
 Y

g

 

J•F.<g

Qyermeer 

.. Bijclra
唸

日
本
國
志

フ
ィ
ッ
セ
ル
撰

Rijli::
,
 ........ A.1
弓
苔
言
．
n

h
e
t
 
J
 n. p
a
a
s
c
h
e
 

天
保
四
年

林
鵞
峯
の
「
日
本
王
代
一
費
一を
鐸
せ
る
も
の
。
巻
首
に
ク
ラ
プ
ロ

ー
ト
の
日
本
紳
代
史
を
附
す
J

•••••••

• 
I
ら
ビ
d
o
n

i£an.c T
i
t
s
i
u
g
h,
 av
e
c
 l'u
i
d
e
 d
e
 v
l
u
J
i
g
r
H
 iヒ
t
r
e
l
J
r
~
t
e
s

a
t
t
a
e
h
e
s
 a
u
 

1
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に
そ
見
間
を
叫
せ
り
。

餃
炊
数
碑
に
就
き
て
設
を
な
せ
う
も
C

、
多
く
冗
を
こ
り
湛
に
採
る
。

t”

粋り
、突
笠
の
嘉
5

本
あ
リ
。

も
一
六
且
四
年
復
セ
那
に
来
る
。
西
Ilt
昨
両
な
酉
郊
に
於
い
て
大
泰
故
孜
油
け
巾
州
碑
D
m
m
土
す
る
あ
り
。

彼
亦
＂
じ
く
之
を
呼
、

Fl各
：
る
両
人
ハ

．
人
と

リ
、
謝
務
録
と
甜
す

J

後
滴
、
さ
れ
て
澳

1
に
あ
リ
、
放
た
れ
て
よ
り
魯
徳
照
と
．
ぷ
ふ
。

抗
洲
・

上
氾
•
西
安
・沈
煤
停
に
1
す
。
ご
皮
＂
ー
マ
に
砂
り
し

署
肴
は

ポ
ル
ト
ガ
ル

N
i
S
-
t

の
人、

ー
五
八
五
年
に
生
れ

一
六
五
八
中
澳
門
に
死
す
。
ジ
ェ
ズ
ィ
ッ

ト
派
の
宜
紋
師
な
り
。

一
六
—
-
―
ー
中
南
玄
に
列

S
c
r
n
e
d
 ""',
 Al

v
a
r
0
z
 d

e
 (
S
e
m
m
e
 
~o 

A
l
v
a
r
o
)ー

I
m
p
r
r
i
,
l

＾ 
,....J 

＾ 
、/

]n. Chi'.1a

··
…

…

•]Iadri(1 

]
6
4
2
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支
那
帝
閥
志

セ
メ
ド
撰

崇
禎
十
五
年

マ
ド
リ
ッ
ド
刊

な
り
と
云
ふ
も
そ
の
何
の
字
た
る
や
一
見
殆
ど
解
す
べ
か
ら
ず
、
一
立
自
亦
孟
氾
を
拉
む
。
或
は
之
を
以
て
欧
西
漢
字
の
刻
あ
る
初
と
す
．
益
し
非
な
ら
む
c

を
他
へ
た
ろ
＂
叩
初

D
．
両
な
リ
。
第
士
そ
叩
漢
字
の
條
に
そ
の
字
形
な
り
と
稲
し
て
＿
一
＾

i-の異
字
を
困
げ
又
そ
の
立
r
を
迂
文
之
を
入
・
い．9

術
・都
府
バ
義

に
来
る
。
蹄
國
の
後
彼
に
先
ち
て
支
那
に
在
リ
し
阿
門
の
伶

re Ra.<'
等
の
莉
を
帷
銘
し
て
こ
の
ド
rrrl
を
作
る
。
欧
洲
に
於
い
て
詳
部
に
支
那
の
事
甜

蒋
者
は
ス
。
ヘ
イ
・
ン
の
人
、

ォ
ー
ガ
ス
チ

ン
祇
の
宜
数
師
な
lJJ3

一
五
四

0
年
生
れ
ニ
ハ

--0年
歿
す
。

M
e
n
d
0

名：
.
J
u
a
n

支
那
大
帝
國
史

耶
緑
含
士
及
び
學
者
り
著
諄

メ
ン
ド
ー
サ
撰

G
o
n
z
a
l
e
s
 d
e
1
I
I
i
s
t
 rin
-;

…

••Del 

g
r
,
m
 ]
t
,｝

:yno 

第

第
部

A
 

三

部

萬
肝
十
―
―
一
年

支
那
に
闘
す
る
古
古

窪

馬

刊

十
六
冊
紀
の
本
ソ
，
f,
リ
ッ
ピ
ン
を
統
て
支
那

dol~t Chinr1

,;
……

•I0ma 

ニ
C

1
5
8
5.
 



盃
ヨ 立

＼
 

第
MIartin-＂ 

部

洞
の
太
宗
泄
組
一
一
代
の
征
明
峨
記
な
り
。
憚
間
に
拙
る
此
多
く
信
じ
雖
き
黙
少
か
ら
す
。

M
a
r
t甘
ー
D

こざ
H
o

T
a
r
t
m・ico 
h
i↓
toria: 

二

こ
れ
は
そ
の
拉
丁
文
原
刊
本
に
し
て
多
く
の
ぶ
本
市
版
本

A
き
;verpiae
1
6
5
4
.
 

靱

靱

厭

記

マ
ル
チ
ー
一
撰

順
治
十
一
年

↑
 

’
刊
．
 

ア
ン
ト
ワ
ー
-

支
那
の
上
古
史
な
り
。

M
Iを
rtin1
,
M
a
r
t
i
n-
S
ini 
答

HistoriaP.

マ
ル
チ
ー
一
撰

dec1.s 
p
r
i
m
a
 
•••••••• 

l¥f o
n
a
,
d
r
n
 

支
那
史
初
絹
十
巻

順
治
十
五
年

ミ
ュ

1
G
5
8.
 

ン

/‘ 

d
 

ン

1

G
o
1
i
g
 の
支
那
に
脳
す
る
論
文
を
附
・
す
。

地
岡
・
解
説
共
に
卯
の
飩
應
賜
の
「
廣
奥
記
」
に
甚
け
る
如
し
。

―-.． 
/‘ 

]L 

了
匹
維
馬
に
到
る
。

途
に
｛
和
樅
を
迎
り
、

B
l父
芝

の
伐
に
そ
の

屈
昇
新
回
」
中
に
支
那
の
部
を
撰
す
。
本
瞥
こ
れ
な
り
。

檄
匡
附
祠
す
。
コ
瞑
‘
千
黛
性
碑
證

l

、
「
誂
友
第
一
位
義
・
メ
畠
ぁ
り
。
後
者
は
キ
ケ

ロ、

そ
の
弟
子

J
.

セ
ネ
カ
等
の
著
を
紹
介
せ
る
も
な
リ
念
典
ね
問
題
」
に
幽
し

マ
ル
チ
ー
一
は
チ
ロ
ル
の
人
、
一
六
一
四
年
ト
レ
ン
テ
に
生
れ
、

7
塁
2
年
杭
州
に
死
す
。

十
七
歳
に
し
て
耶
蘇
會
に
入
り
一
六
四
三
年
支
那
に
来
り

A
9
c
h
i
d
v
c
i
 ]
e
o
p
o
l
d
o
 G
v
i
l
i
e
l
m
o
 A
 vstriaco 
d
e
d
i
c
a
t
v
s.
 A
m
s
t
;
r
d
a
m
 1
6
5
5
,
 

MIaItiBi9 
l¥'.lal'tinー

N
o
<
g

A
t
l
a
8
S
 
S
i
n
onis 
1¥'.Ia,rtiuo 
1¥Iartinio 
S
o
c.
 I
e
s
v
 D
esc

rip

~Y
s 

et 
S
e
r
e
n
 mo 

支

那

新

闘

マ
ル
チ
二

撰

順
泊
十

―
正
｀

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
刊

イ
ク
リ
ー
の
ジ
ェ
ズ
ィ
ッ
ト
付

G
i
am
b&ttista Giattini
諜
イ
ク

9
9
文
本
の
初
版
な
り
。
始
め
て
漢
字
を
正
し
く
示
し
た
る
西
北
ゃ
と
す
。

S
e
m
e
d

。‘
A
l
Y
a
r
o
ー
ぎ
latione
della 
G
r
a
n
d
e
 :Oionarchia 
della 
C
i
n
a.
 
…·…

•Romae

, 

1
6
4
3
.
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器
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c
r
J
l
i
n
i
 ]
f
i
7
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Mi.illor,
 An<'.r,m

s
 
T
h
l
o
n
u
m
e
n
t
i
 

ミ
ュ
ー
ラ
ー
撰

8inici 
q
u
o
d
 

康
熙
十
一
年

力
を
之
に
注
ぎ
、
鯰
図
後
多
く
の
支
那
に
閥
す
る
退
を
出
せ
リ
。

D
o
m
i
n
i
 

ミ
ュ
ー
ラ
ー
(

-

4

ハ
――
'.01
ニ
ハ
九
四
）
は
獨
逸
の
限
者
な
リ
。
英
國
に
あ
る
時
支
那
語
研
究
を
志
し
、
和
蘭
に
て
漢
字
の
活
字
を
翡
ひ
て
よ
り
盆
々

A
n
n
o
 

c
1
o
H
o
c
x
x
v
 

伯

林

刊

te1.i.i9 

景

敢

昨

考

J¥li.i.ller
,
.A-11clr,Jg-
I
m
p
o
r
i
i
 召
i
n
g
号
N
o
m
e
n
c
l
a
t
o
rGeogra.phicu~•···Ber

olini 

支
那
帝
潤
地
名
略

ミ
ュ
ー
ラ

1
撰

康
熙
十
九
年

伯

林

刊

R
o11唸
m
on")
等
と
り
北
（
編
に
し
て
大
限
・
中
廂
・
論
語
の
膵
を
栽
せ
た
り
。

ク
プ
レ
ー
（
柏
應
理
、

工
ハ
ニ
ニ
ー
—
六
九
一
二
）
は
内
且
義
の
耶
蛭
令
士
。

本
祁
は
イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ッ
ク
、

P
a
r
:
s
 

C
ou
p
l
e
t,
 

1
6
8
3
.
 

i>hililypei 
含
.-
C
o
n
f
u
c
i
u
s
 
s
i
n
a
r
n
m
 
p
h
i
los')pl1U<, 
sh'e 
Scientia 

孔

夫

子

博

ク
プ
レ
ー
等
拇

ヽ
や
陳
楠
の
位
烈
馬
に
向
ヘ
リ
。

屎
熙

二
十
二

年

巴

里

刊

．
 

Ill 
i弓
e
C
h
i
m
 
1. 

e
r
n
t
n
 m
.
 

イ
ン
ト
ル
チ
ェ
ツ
ク
（
殷
鐸
澤
ヌ
一
六
二
八
ー
ー
一
六
九
六
）
は
シ
チ
リ
ア
出
身
の
耶
蘇
含
±
°
支
那
に
末
り
江
西
の
建
臼
日
に
あ
り
て
布
赦
に
従
砥
す
。

大
學
、
中
席
、
論
話
の
一
部
約
を
拉
丁
語
に
課
せ
る
外
な
ほ
ニ
―
―
一
の
若
あ
リ
。
康
熙
―
―
一
年
楊
光
先
の
躁
に
よ
リ
て
怜
赦
の
西
士
痰
東
に
幽
閉
せ
ら
る

ル
ー
ヂ
モ
ン

l
G
S
O
.
 （

魯
H
~
Fran<;ois <
l
e
 

S
i
n
e
u
s
i
s
 
la tine 
e
x
p
o
s
i
t
a
 .. •· 
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部

康

煕

帝

偲

師
を
伴
か
玲
る
。

D
'H
e
r
b
e
l
o
t,
 Bn

r
t
h
ele
mi-

B
i
b
l
i
o
t
h
e
q
u
e
 

サ
イ
ス
デ
ル

1
7
8
0.)
 

一
六
五
六
ー
一
七
三
七
）
は
佛
闊
プ
ル
タ
ー
ニ
ュ

の
人、

送
し
が
「
東
洋
文
庫
」
の
附
録
と
し
て
出
版
せ
ら
る
る
に
至
れ
り
°
但
し
そ
の
主
な
る
宍
料
は
「
文
猷
通
考
」
な
れ
ば
今

H
ょ
リ
見
て
は
不
滴
の
貼
少
な

か
ら
ず
。
景
数
碑
の
新
繹
を
も
之
に
添
へ
し
が
ポ
イ
ム
の
拉
丁
諏
に
比
し
て
逝
に
正
確
な
り
と
い
ふ
。

Th-:>mas P
ereira
 C徐

H
昇
）
と
共
に
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
に
赴
き
涸
使
を
補
佐
し
て
露
國
の
使
臣
と
折
衝
せ
る
は
人
の
よ
く
知
る
所
な
り
。
帝
滋
＂
取

も

屈
く
常
に
北
狩
に
屈
促
し
そ
の
数
八
同
の
多
き
に
及
ぶ
。
そ
の
紀
行
の
一
部
、
デ
ュ
ハ
ル
ド
の
「
支
那
帝
國
全
志
瓦
四
巻
に
牧
め
ら
る
。

プ
ー
ヴ
ェ
撰

プ
J

ヴ
ェ
（
白
進
）
（
一
六
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従
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地
岡
作
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。
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岡
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。
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．
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仙
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滴
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憾
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史
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澤
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梓
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。
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友
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習
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逹
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と
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著
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を
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し
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の
大
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を
絹
め
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巴
里
に
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初
刊
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翌
年
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ー
グ
に
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増
訂
版
を
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康
熙
朝
に
於
い
て
耶
蘇
合
士
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結
果
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成
せ
る
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全
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地
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岡
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縮
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＂
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搬
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褐
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